
序
言
丿
大
来
佐
武
郎
v
i
i

バ
ｰ
バ
ﾗ
･
ｳ
ｫ
ｰ
ド
に
よ
る
序
言
x
i

謝
辞
l
i
x
x

序
章
日
本
に
お
け
る
ｿ
ﾌ
ﾄ
･
パ
ｽ
の
可
能
性
1

第
1
部
概
念
-
2
9

第
1
章
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
問
題
へ
の
新
た
な
ｱ
プ
ﾛ
ｰ
ﾁ
1
3
0

1
解
答
は
技
術
だ
1
･
(
し
か
し
問
題
は
何
だ
っ
た
の
か
?
)
3
O

2
古
い
誤
謬
と
新
し
い
洞
察
―
3
7

3
個
人
的
ﾒ
ﾓ
ｰ
太

4
政
策
の
非
対
称
性
-
4
9

5
現
状
か
ら
そ
こ
へ
い
か
に
し
て
到
達
す
る
か
-
5
5

第
2
章
干
不
ﾙ
ギ
ｰ
戦
略
-
行
か
な
か
っ
た
道
?
6
6

1
概
観
6
6

2
ﾊ
ｰ
ド
ｰ
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
･
パ
ｽ
ｰ
6
8

3
ﾊ
ｰ
ド
ｰ
パ
ｽ
は
な
ぜ
失
敗
す
る
か
―
7
1

4
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
利
用
効
率
の
改
善
-
7
5

5
ｿ
ﾌ
ﾄ
･
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
技
術
-
8
5



6
移
行
期
の
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
技
術
-
9
8

7
ﾛ
ジ
ｽ
ﾃ
ｨ
ｯ
ｸ
ｽ
と
経
済
学
1
1
0
2

8
地
政
学
1
0
5

9
政
治
社
会
学
1
0
9

1
0
い
く
つ
か
の
よ
り
根
本
的
な
問
題
1
1
1
4

1
1
排
他
性
1
1
8

第
2
部
数
値
-
1
2
1

第
3
章
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
の
将
来
を
探
索
す
る
手
法
1
1
2
2

1
｢
無
意
味
な
過
去
の
延
長
｣
対
｢
精
密
な
当
て
推
量
｣
―
1
2
2

2
経
済
学
の
役
割
|
1
2
6

第
4
章
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
の
質
|
1
3
4

1
計
算
1
3
4

2
解
釈
1
1
4
4

第
5
章
規
模
1
4
7

1
規
模
は
問
題
か
I
ぷ
り

2
送
電
管
理
費
用
-
1
5
0

3
信
頼
度
と
間
接
効
果
1
5
4



4
展
開
率
の
比
較
-
1
6
O

5
規
模
の
社
会
的
意
味
l
1
6
5

第
6
章
ﾊ
ｰ
ド
技
術
の
資
本
ｺ
ｽ
ﾄ
ｰ
1
7
2

1
集
中
型
電
ｶ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｰ
1
7
2

2
直
接
な
ら
び
に
合
成
燃
料
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｰ
1
8
2

第
7
章
移
行
期
の
技
術
と
ｿ
ﾌ
ﾄ
技
術
の
資
本
ｺ
ｽ
ﾄ
ｰ
1
8
6

1
移
行
期
の
化
石
燃
料
ｼ
ｽ
デ
ﾑ
ｰ
1
8
6

2
風
ｶ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｰ
1
8
9

3
地
球
物
理
と
生
物
転
換
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
ｰ
1
0
2

4
太
陽
熱
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
1
0
4

第
8
章
資
本
ｺ
ｽ
ﾄ
の
比
較
と
電
力
化
の
役
割
2
0
1

1
資
本
ｺ
ｽ
ﾄ
の
比
較
1
2
0
1

2
電
力
化
の
役
割
1
2
0
6

第
3
部
永
続
的
平
和
へ
の
道
2
1
7

第
9
章
政
治
社
会
学
2
1
8

1
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
と
社
会
構
造
2
1
8

2
平
等
性
と
政
治
1
2
2
6



3
制
度
的
な
問
題
1
2
3
1

第
1
0
章
価
値
―
2
3
5

1
手
段
と
目
標
1
2
3
5

2
転
換
2
4
5

第
1
1
章
原
子
力
の
魔
神
を
再
び
封
じ
こ
め
る
2
5
0

1
魔
神
は
い
か
に
し
て
出
現
し
た
か
2
5
1

2
原
子
力
発
電
つ
き
の
核
拡
散
は
可
能
か
?
.
1
2
6
2

3
原
子
力
発
電
な
し
の
核
拡
散
は
可
能
か
?
･
―
2
6
N

4
核
拡
散
な
し
の
原
子
力
発
電
は
可
能
か
？
.
1
‥
2
7
5

5
原
子
力
発
電
な
し
の
核
拡
散
を
も
つ
必
要
が
あ
る
か
？
2
8
6

あ
と
が
き
3
1
7

原
注
1
3
2
7

用
語
解
説
4
0
8

著
者
に
つ
い
て
1
4
0
9

訳
者
あ
と
が
き
I
t
o
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